
事 業 名 称 
「移住希望者・空き家所有者・住民、三方よし」奄美群島の空き家

活用プログラムの持続可能なモデルづくり 

事業主体 名 ＮＰＯ法人ねりやかなやレジデンス 

連 携 先 
（奄美群島内）龍郷町、和泊町 
（首都圏）旅するうなぎのねどこ、AMAMIパブリックリレーションズ株式会社 

対 象 地 域 奄美群島全域 

事 業 概 要 

空き家の流動化を加速させるとともに、移住希望者に奄美群島の暮らしや住まいの

現状への理解を深めてもらうことで、移住希望者・空き家所有者・住民の三者が幸

せになる空き家活用のモデルをつくる事業です。 

主なとりくみは、以下の通りです。 

・家探しの選択肢が広がる「移住者向け住まい講座」 

・空き家を放出したくなる「大家向け住まい講座」 

・移住希望者の助け合いネットワークの構築 

・移住希望者向けに、空き家の DIYを紹介するオンラインコンテンツづくり 

・移住希望者向け「奄美群島の空き家の暮らし方」パンフレット作成 

事業の特 徴 

移住希望者と大家（≒奄美出身者）、住民が交流できる場をつくることで、 

 移住希望者の理想をリアルな移住計画に変える（理想と現実のギャップを埋め

る） 

 奄美群島出身者の空き家活用の意識を醸成 

 こういう人になら家を貸してあげたいと思う機会を増やし、貸すイメージを具体

化してもらう 

成 果 

・ 空き家所有者や移住希望者向けの住まい講座（ＤＩＹイベント含む）の実

施によって、効果的な情報伝達内容、伝達方法を把握しパンフレットや映

像等に反映するとともに、講座継続の課題と可能性をつかんだ。 

成果の公表方法 当団体の公式サイト（https://npo-nr.org/）で公開 

 

 

https://npo-nr.org/


１．事業の背景と目的 

・ 奄美群島に住みたい人が増加傾向にある一方で住まいがなかなか見つからないという現実と、相

反して増加する空き家。家が見つかって憧れの奄美に暮らしを手に入れたのに理想と現実の違い

で悩み苦しみ島を離れる移住者。 

・ 当団体ではこうした問題に対し本事業を通じて、移住希望者、空き家オーナー、島民の三方にと

って幸せな移住を実現する機会の創出とそのプロセスを提供するための継続的なしくみをつくる

こことを目的としている。 

・ 具体的には、空き家を貸すことに不安な空き家オーナーに対して空き家の貸し方、トラブル回避

のためのレクチャー、移住希望者に対して移住前に奄美の暮らしや住まい事情、空き家をＤＩＹ

して暮らす方法などのレクチャーや、移住関連のイベント等で配布するパンフレット、放映する

映像の制作を行う。また、継続的、恒常的に移住希望者、空き家オーナー、島民が交流し、移住

前に一定のコミュニティがつくられることで生まれる移住希望者、空き家オーナー、島民の三方

よしのしくみを試行する。 

 

２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順 

事業全体の概要と手順は下図のとおり。赤字が本事業で実施したもの。 

図１ 事業の概要と手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常期 予備期 空き家 

提案 

対策 

実施 

対応 

準備 

相談 

対応 

③ 専門家連携体制構築＋相談会の開催（大

家、移住希望者） 

④ 空き家サブリース・規格住宅等の提案 

（大家、移住希望者、自治体） 

空き家ステージ 

取組ステップ 

① 普及啓発（映像の放映、パンフレット配布等）用コンテンツ作成 

⑤移住希望者向け住まい特化ツアー、空き家見学会、オンライン講座等の開催 

⑥空き家サブリースと関連サービス・規格住宅住宅の展開 

② 移住希望者、空き家オーナー、奄美出身者の連携体制構築 



図１ 本事業で実施した内容とスケジュール 

具体的な取組内容
8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

② 移住希望者の助け合いネットワークの構築

9/27

③④⑤ 家探しの選択肢が広がる「移住者向け住まい講座」

10/11.25　11/28 12/13

③④⑤ 空き家を放出したくなる「大家向け住まい講座」

12/6 2/11

⑤ 空き家の片付け、掃除、DIYのリアルイベント開催

1/24 2/25

①⑤
移住希望者向けに、空き家のDIYを紹介するオンラインコン
テンツづくり

①⑤
移住希望者向け「奄美群島の空き家の暮らし方」パンフレッ
ト作成

事業項目
令和２年度

キックオフイベント

 

 



（２）事業の取組詳細 

（３）成果 

移住希望者の助け合いネットワークの構築（②） 

9月 27日、キックオフイベントとして、奄美出身者の方 8名（東京奄美会青年部長、東京与

論会会長、東京奄美会幹事長、東京奄美会青年部書記、東京瀬戸内会元青年部長、東京瀬戸

内会青年部長、東京与論会青年部長）と、これまで共催の旅するうなぎのねどこのネットワ

ークで、移住者のサポーターとしての役割を担えそうな移住希望者 2 名に声をかけ集まって

いただいた。 

ＮＰＯから、奄美群島はどの島も住まいの供給が間に合っていないこと、空き家をそのまま

貸すことができること、トラブル回避のためにＮＰＯがサブリースをおこなっていること、

空き家の改修費程度で建てられる規格住宅を設計したことなどを説明したのと、これからの

講座のあり方や移住希望者同士、奄美出身者等による助け合いネットワークの構築のあり方

について話し合った。 

 

（成果） 

 首都圏在住の奄美群島の出身者の方々とネットワークを構築することができた。郷

友会の役付きの方、20 代 30 代の若手など少数精鋭など、小さいながらも、LINE グ

ループに入ってくださった人たちの輪ができた。 

 奄美会の会合等での広報を検討したが、コロナ禍で当面中止となるため、関係

者が一番利用している LINEを活用して「奄美のわアンバサダー」グループを開

設。オンライン講座に出席された方を少しずつ加え、現在 15名のアンバサザー

グループとなっている。 

 大家や奄美出身者が空き家をどうにかしたいと思うためのトリガーを把握した 

 奄美に住みたいという需要があること 

 島の空き家が増えていること 

 荷物などが入っているなど空き家をそのまま貸すことができること 

 需要があるのに建売住宅や規格住宅がないこと（ビジネスチャンス） 

 イベント参加者と地域とをつなぐ役割を担うネットワークの基礎をつくることがで

きた。 

 東京奄美会青年部の協力により、20代、30代の奄美群島の若手出身者が「将来相続

するから」「空き家活用そのものに興味がある」という理由で参加してくれたことに

大変意義を感じている。 

 

家探しの選択肢が広がる「移住者向け住まい講座「（③④⑤） 

移住希望者向けには、全４回の住まい講座（10/11、10/25、11/28、12/13）と空き家ＤＩＹ

中継及び移住者交流（1/24，2/25）を実施した。 

一般募集は、ＮＰＯ及び旅するウナギのねどこのＳＮＳのほか世界中のイベントが集まるイ

ベントプラットフォーム peatixで募集をかけた。 

また、奄美のわアンバサザーの奄美出身者の方にもご参加いただき、講座の後に人数限定で

懇親会を開催した。そのなかで、オンライン講座で聞けなかった情報を収集してもらったり、

島の方とのネットワークをつくるきっかけとしてもらった。 

 



図３ 移住希望者向け住まい講座のテーマと日程 

 

 

（成果） 

 講座は、毎回 10名前後の申込があり、講座後に奄美で長期滞在しながら不動産仲介

以外の空き家も含めて家探しをする方（3 組）もみられ、お試し暮らしへの理解の

促進、空き家探しの選択肢の幅を広げられたことは大きな成果といえる。 

 参加者のなかには「いつか奄美に移住したい、仕事の話も聞きたい」など、もっと

幅広い移住情報を求めている人もみられたほか、「島の人が移住者のことをウェルカ

ムなのか気になる。島の人の声も聞きたい」「各島の住まい事情の違い（空き家の状

態の違いや相場感など）という声もあり、今後のオンライン講座を検討する上での

参考意見も多くいただいた。 

        図４移住者向け住まい編講座の様子 

  

  



 

 移住希望者に奄美の空き家事情を伝える際に古い家でも借りてみようと思ってもら

うインパクトを与えるコンテンツが把握できたことで、パンフレットの構成や伝え

方をより効果的なものにすることができた。 

 スペックに対して家賃が高いこと（都市の郊外のほうが割安感） 

 田舎の一戸建てはなかなかみつからないこと 

 地形が入り組んだ場所に、低いトタン屋根の家が多い理由 

 大家さんとの「直接取引」という契約形態があること 

 改修を業者に頼むと高いこと 

 素人でも空き家をＤＩＹできること（ホームセンター、えんハウスの存在など） 

 空き家ＤＩＹに地元大工もサポートしたいと名乗りがあがり、リアルイベントで移

住者と交流することでモチベ―ションアップにつながることが分かった。 

 

図５一緒に DIYする移住者たち    図６ 漆喰の塗り方などを指導する大工 

  

 

図７ 2月 25日開催空き家ＤＩＹ中継と移住者交流会（告知） 

 
 

 

 



図８ 2月 25日空き家ＤＩＹ中継と移住者交流会（開催の様子） 

  

 

空き家を放出したくなる「大家向け住まい講座」の開催（③④⑤） 

図９ 大家向け住まい講座のテーマと日程 

 

大家向けには、全２回の住まい講座（12/6、2/11）を実施した。 

奄美のわアンバサダーの口コミのほか奄美出身者や奄美ファン約 2,600 名が参加する「奄美

ふるさと 100人応援団」のＦＢグループにも投稿し募集した。 

第 1回は、空き家の賃貸トラブルあるあると解決編として、奄美市に拠点を置くそらうみ法

律事務所の鈴木弁護士によるレクチャー。東京奄美会、東京沖州会、東京与論会から各 2名

が東京会場に出席したほか、移住希望者、地元新聞社も同席した。 

第２回は、キックオフイベントで紹介し関心が高かったＮＰＯのサブリースについて、サブ

リースの話を聞きたいという徳之島伊仙町の女性連（婦人会の連合組織）の幹部と地元不動

産会社の方向けに現地でレクチャーを行い、オンラインでも発信した。 

図 10 告知用チラシ 

 



 

図 11 鈴木弁護士によるレクチャー      図 12 伊仙町での女性連向け講座 

  

 

図 13 空き家サブリースの説明チラシ 

  

 

（成果） 

 大家の心を動かすコンテンツが把握できつつある 

 需要がある 

 地域が空き家の増加に困っていること 

 そのまま貸せること（参加者のなかにリフォームして賃貸にする予定だが、離

島が故に処分費や改修費用が高いにもかかわらず賃料を周辺の安い相場に合わ

せないといけないため悩ましいとの声） 

 定期借家契約という期間を限定した貸方で、ずっと住まわれる不安を払拭でき

ること 



 講座についてのアドバイス、出身者への広報戦略についてアドバイスをいただいた 

 講座では、実際に移住している人がどうやって家を見つけたのか、どんな暮ら

しをしているのか、なぜ移住したのかなと直接話をしてみたい 

 奄美会として広報支援を行うためには 12市町村の後援が必須であること 

 地元新聞掲載や自治体の広報誌に掲載されることが有効であること 

 奄美市議会で勉強会、奄美市笠利校区活性化委員会、徳之島伊仙地区なで講師とし

て招聘を受け、地域や大家向けにサブリースなど空き家の活かし方を紹介。新たに

他自治体から集落向けのサブリースレクチャーなどの依頼を受けるなど、活動の認

知が高まりつつある。また、奄美群島全体で「大家向け空き家の活かし方講座」の

開催を検討している。 

 

図 14 奄美市議会チャレンジ奄美での講演   図 15 佐仁小学校区活性化委員会での講演 

  

 

移住希望者向けに空き家の DIYを紹介するオンラインコンテンツづくり（①⑤） 

奄美群島実際に移住して素人ながらも空き家を借りてＤＩＹして暮らす人たちを取材し、

移住希望者に、その暮らしぶりを伝えることで、家探しの選択肢の幅を広げてもらうこと

を目的に制作。また、どこでどんな道具や材料を買い揃えればよいのか、どうやって道具

を使えばよいのか分からない人が相談できるＤＩＹ工房「えんハウス」（ＮＰＯの奄美大

島事務所）の紹介をしている。 

図 16 DIY教室紹介編 

 



本編 URL：https://youtu.be/9pskdaT6wNA 

短縮版 URL：https://youtu.be/OezAfuBHSS8 

 

移住希望者向け「奄美群島の空き家の暮らし方」パンフレット作成（①⑤） 

家探しをする段階にあって理想の住まいを夢見ている方を対象としたパンフレット。Ａ４

版 12ページ（カラー）、マップ面と読み物面で構成。 

マップ面は、インフラ情報のほか、島の暮らしに直結する役所や総合病院、子育て世代に

とって重要な高等教育機関など情報に加え、集落ごとに方言や風習、人柄も違う奄美群島

の特性を踏まえ全集落名を入れた。奄美群島では稀な全集落名入りマップ。読み物面は、

家探しを不動産会社に頼るのが当たり前の都市圏在住の方に、直接取引の方法や空き家を

ＤＩＹして住む方法など、家探しの新たな選択肢を提供できるものとした。 

図 15 パンフレット 

 

https://youtu.be/9pskdaT6wNA?fbclid=IwAR0i4iQLcMyO1GHRAmSzgm5W6tGkATCamVMyVlcPNxGD4PE0fpXTpbudS2Y


 











 



３．評価と課題 

移住希望者の助け合いネットワークの構築（②） 

 首都圏在住の奄美群島の出身者のコアメンバーの方々とネットワークを構築することができ

たこと、大家や奄美出身者が空き家をどうにかしたいと思うためのトリガーを把握したこと、

イベント参加者と地域とをつなぐ役割を担うネットワークの基礎をつくることができたこと

は評価できる。今回のネットワークを絶やさず、拡大していくことが課題。 

 

家探しの選択肢が広がる「移住者向け住まい講座」の開催（③④⑤） 

 講座参加者が、講座後に奄美で長期滞在しながら不動産仲介以外の空き家も含めて家探しを

する方もみられ、お試し暮らしへの理解の促進、空き家探しの選択肢の幅を広げられたこと

は、大きな成果であった。 

 また、弁護士や不動産、大工、移住者がオンライン講座や空き家ＤＩＹイベントに報酬の多

寡にかかわらず継続して関わりたいという意向を示してくれたことは高く評価できる。 

 参加者のなかには「いつか奄美に移住したい」など、なんとなく移住を検討している人が半

数近くおり、また、「島の人が移住者のことをウェルカムなのか気になるなど島の人の声も聞

きたい」という声もみられ、これらの欲求を満たすための講座開催が課題となる。 

 ＤＩＹイベントは、ＤＩＹの中継方法が確立できておらず、今後も継続して試行する。 

 

空き家を放出したくなる「大家向け住まい講座」の開催（③④⑤） 

 大家の心を動かすコンテンツができつつあること、また、講座内容や出身者への広報戦略に

ついてアドバイスをいただいたこと、大家向けの講座などを発信していたことで講座以外に

も群島内各所から、特にＮＰＯのサブリースについて話を聞かせて欲しいという依頼が増え

始め、実際にサブリース物件を 2軒獲得できたことも、成果のひとつといえる。 

 空き家対策を進めるべき奄美群島内の各自治体を巻き込んでいくことが喫緊の課題といえる。 

 

４．今後の展開 

移住希望者の助け合いネットワークの構築（②） 

 奄美会のイベントや会合が再開したときには、空き家活用などについて話をする機会をいた

だけるよう、コアメンバーに対し定期的な情報発信を行う。 

 オンラインとオフラインの良さを生かしながら、気軽に且つ、多くの方に参加してもらえる

場づくりを模索。 

 

移住者向けオンライン空き家講座及びＤＩＹイベントの開催（③④⑤） 

 今回の講座に参加した弁護士、不動産関係者、移住者、大工から次年度以降も継続して参加

したいとの感想をいただいたことから、要望を聞きながら講座を継続する。 

 参加費ひとり 1,000 円程度の講座にするための内容の充実、参加者サポートなどを試行。 

 とくに、島民や大家との交流（意見交換）、島々の家事情の違い（空き家の状態や相場感など）

についてプログラム構成も踏まえて見直しを行う。 

 島暮らしになんとなく憧れる漠然系の移住希望者には、株式会社ねりやかなや（奄美群島の

移住情報を発信するサイトを運営）が行うオンライン交流会などに誘導するなど、他の類似

イベントとの連携を強化する。 

 本気で家探しをしている人に対しては、本事業で作成したパンフレットや映像を用いながら



普及につとめる。 

（設置・配布場所の候補） 

都市圏の奄美の飲食店での映像放映、都市圏の奄美関連のイベントでの活用、ふるさと回

帰支援センター窓口設置、奄美群島の市町村窓口に設置など 

 

空き家を放出したくなる「大家向け住まい講座」の開催（③④⑤） 

 移住者の話を聞いてみたいという出身者や大家の要望に応え、来年度以降の講座では大家と

移住希望者が意見交換できる機会を増やす。 

 本事業の成果を 12 市町村に説明し、継続開催に向けた共催（少なくとも後援）依頼を行う。

そして、奄美出身者が集まる各都市圏、奄美群島内の各市町村で大家向け講座を開催してい

くとともに、各自治体が空き家問題により具体的に取り組んでいけるようにサポートを行う。 

 広報については、郷友会や安稜会等の出身者が多く集まる組織へのアプローチ、地元新聞へ

の掲載等を積極的に行う。郷友会へのアプローチは下図のとおり。 

図 16 島外の空き家所有者へのアプローチ案（東京編） 

 

東京奄美会を中心に各群島の旧 14市町村の郷友会（東京名瀬会・東京与論会・東京宇検村会

etc)、各市町村の郷友会、その下に各集落の集まりもある。まずは郷友会にアプローチし、

空家の所有者を探し、空き家対策の提案、島の現状を伝えていくことが有効な手立てといえ

る。そして、東京奄美会での取り組みを、沖縄、鹿児島、福岡、中部、関西、関東、東北エ

リアの奄美会、へと広げていくことでかなりの空き家が放出されることが期待される。 
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